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教師を目指す学生による｢学生文化｣｢学校文化｣の創造と 
新たな｢学生と学校のＷｉｎ－Ｗｉｎの関係｣の構築 

 

東浦町ＳＰ通信 
～東浦町では、学生ボランティアを“職員の仲間”という思いを込めて、 

「SP」または「スクールパートナー」と呼んでいます。～ 
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編集 緒方 なな 
東浦町教育委員会 

ＳＰコーディネーター 
 

 

「2021 夏のわくわく算数・数学教室」を振り返って 
 

 今年もコロナ禍の中、片葩小学校・東浦中学校の「夏のわくわく算数・数学教室」が開催されました・

参加をしてくれたＳＰのみなさん、本当にありがとうございました。児童・生徒の感想やＳＰのみなさ

んの活動記録を読ませていただき、今年の活動もとても充実した、素晴らしいものだったと改めて感じ

ました。少し遅くなってしまいましたが、今後の活動の励みやヒントにしてもらえたらと思い、その一

部を掲載します。ぜひ、読んでみてください。 
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 それぞれの感想を読んでみて学生の皆さんはどう思いましたか。子どもたちの感想を読んでいる

と、たくさんの「楽しかった」「また参加したい」という言葉がありました。中には、「一生の思い

出」と書いている児童もいました。中学生の中にも、片葩小のわくわく算数教室のリピーターがたく

さん参加していました。先日、庄子教育長が「わくわく算数教室に参加する子どもたちは、“夏休み

に、お兄さん・お姉さん先生と楽しく算数を勉強したこと”が夏休みの思い出になっている。学力と

いうと、テストなどの結果を思い浮かべがちだけれども、これも立派な“学力”だと思う。勉強が思

い出って……すごいことだ」と話されていました。そういった意味で、ＳＰさんたちは確実に子ども

たちの“学力”を上げてくれているのだと思います。改めて、すごい光景に立ち会えているなあ、と

感動します。今年の夏も、ありがとうございました。また東浦町で会いましょう！！ 


